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職
員
倫
理
携
帯
カ
ー
ド
を
携
帯　

　

全
職
員
が
、
各
自
署
名
の
う
え
名
札

ケ
ー
ス
に
入
れ
、
常
に
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
み
な
さ
ん
の
信
頼
を

裏
切
る
こ
と
な
く
、
公
務
員
倫
理
を
常
に

意
識
し
て
職
務
に
あ
た
る
た
め
作
成
し
た

も
の
で
す
。

条
例
・
規
則
を
制
定
・
施
行　
　

　

法
令 
遵  
守 
の
推
進
及
び
倫
理
の
保
持

じ
ゅ
ん 
し
ゅ

の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、公
平
・
公

正
な
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
３
月　

日
、

２７

「
法
令
遵
守
の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、
６
月　

日
に
施
行
し
ま
し
た
。

２６

　

ま
た
条
例
の
施
行
に
合
わ
せ
、
「
法
令

遵
守
の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
」
「
倫
理
規
則
」
「
外
部
公
益
通
報
に

関
す
る
規
則
」
を
制
定
・
施
行
す
る
と
と

も
に
、
全
職
員
を
対
象
に
研
修
を
行
い
、

内
容
の
理
解
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
条
例
・
規
則
で
は
、
「
内
部

通
報
」
「
贈
与
な
ど
へ
の
対
応
」
「
不
当

要
求
行
為
へ
の
対
応
」
「
外
部
通
報
」
の

４
つ
の
制
度
を
定
め
て
い
ま
す
。

市
職
員
か
ら
の
内
部
通
報　
　
　

　

市
政
運
営
上
、
法
令
違
反
や
人
の
生

命
・
身
体
・
財
産
・
生
活
環
境
に
重
大
な

損
害
を
与
え
る
行
為
の
発
生
、
ま
た
は
そ

の
恐
れ
の
あ
る
状
況
を

知
っ
た
市
職
員
が
、
外

部
委
員
で
構
成
す
る
法

令
遵
守
審
査
会
に
、
内

部
通
報
で
き
る
制
度
で

す
。

　

通
報
が
あ
っ
た
場
合
、

審
査
会
で
調
査
し
、
事

実
で
あ
れ
ば
必
要
な
改

善
や
再
発
防
止
を
行
い
、

状
況
に
つ
い
て
年
１
回

と
り
ま
と
め
て
み
な
さ

ん
に
公
表
し
ま
す
。

贈
与
な
ど
へ
の
対
応　
　
　
　
　

　

市
職
員
へ
の
贈
与
な
ど
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
利
害
関
係
者
と
の
禁
止
行
為
な
ど

を
定
め
ま
し
た
。

※
「
利
害
関
係
者
」
と
は
、
許
認
可
や
補

助
金
の
交
付
、
立
入
検
査
、
行
政
指
導
、

契
約
な
ど
の
市
職
員
の
職
務
に
関
し
、

何
ら
か
の
効
果
や
影
響
を
受
け
る
事
業

者
な
ど
を
い
い
ま
す
。

利
害
関
係
者
と
の
禁
止
行
為

▼
と
も
に
飲
食
し
た
り
、
接
待
を
受
け
た

り
す
る

▼
金
銭
・
物
品
ま
た
は
不
動
産
の
贈
与

（
せ
ん
別
・
祝
儀
・
香
典
・
供
花
な
ど
を

含
む
）
を
受
け
る

▼
金
銭
・
物
品
の
貸
し
付
け
（
業
と
し
て

８月１日号では、市民病院・武道館建設工事収賄事件の概要に　８月１日号では、市民病院・武道館建設工事収賄事件の概要に
ついてお知らせしました。ついてお知らせしました。
今回は、こういった不祥事を二度と繰り返さず信頼回復に努め　今回は、こういった不祥事を二度と繰り返さず信頼回復に努め
るため、どのような取り組みを行っているのかについてお知らせるため、どのような取り組みを行っているのかについてお知らせ
します。します。
■■職員課職員課（℡２４（℡２４‐‐７０３４）７０３４）

同
じ
過
ち
は
、

繰
り
返
さ
な
い
。

市
民
病
院
・
武
道
館
建
設
工
事
収
賄
事
件
の
報
告
Ⅱ

立命館大学
政策科学部教授 上  子 　 秋  生 

かみ こ あき お

会　　　長

司法書士 大  槻 　 廣  子 
おお つき ひろ こ

職務代理者
大阪弁護士会
所属弁護士 今  川 　　 忠 

いま がわ 　ただし

委　　　員

法令遵守審査会　委員　　( 敬称略 )

▲全職員が携帯している「職員倫理携帯カード」
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特集①　 同じ過ちは、繰り返さない。

行
わ
れ
る
場
合
、
無
利
子
ま
た
は
利
率
が

著
し
く
低
い
も
の
を
含
む
）
を
受
け
る

▼
無
償
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る

▼
と
も
に
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、
旅
行
を
し

た
り
す
る

▼
利
害
関
係
者
に
要
求
し
、家
族
・
親
戚
・

知
人
な
ど
第
三
者
に
利
益
を
受
け
さ
せ
る

利
害
関
係
者
以
外
と
の
禁
止
行
為

▼
過
度
の
接
待
を
受
け
た
り
、
自
分
が
払

う
べ
き
請
求
書
を
他
人
に
回
し
た
り
す
る

倫
理
の
保
持
を
阻
害
す
る
禁
止
行
為

▼
他
の
職
員
が
倫
理
規
則
な
ど
に
違
反
す

る
行
為
に
よ
っ
て
得
た
財
産
上
の
利
益
で

あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
利
益
を

受
け
取
る

▼
倫
理
規
則
な
ど
に
違
反
す
る
疑
い
の
あ

る
事
実
に
つ
い
て
、
虚
偽
の
報
告
を
し
た

り
、
隠
ぺ
い
し
た
り
す
る

▼
部
下
職
員
の
倫
理
規
則
な
ど
に
違
反
す

る
疑
い
の
あ
る
事
実
を
上
司
が
黙
認
す
る

不
当
要
求
行
為
へ
の
対
応　
　
　

　

市
職
員
に
対
す
る
不
当
要
求
行
為
な
ど

へ
の
対
応
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。　
　

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
警
察
や
弁
護
士
な

ど
の
協
力
も
得
て
、
組
織
と
し
て
毅
然
と

対
応
し
ま
す
。

不
当
要
求
行
為
の
内
容

▼
暴
力
な
ど
、
社
会
常
識
を
逸
脱
し
た
手

段
に
よ
り
要
求
の
実
現
を
強
要
す
る

▼
威
圧
的
な
言
動
で
、
不
当
な
要
求
を
強

要
す
る

▼
正
当
な
理
由
な
く
、
面
会
を
強
要
す
る

▼
違
法
・
社
会
常
識
を
逸
脱
し
た
手
段
で
、

金
銭
・
権
利
を
不
当
に
要
求
す
る

▼
粗
野
・
乱
暴
な
言
動
に
よ
り
、
身
の
安

全
に
不
安
を
抱
か
せ
る

▼
特
定
の
団
体
・
個
人
に
有
利
な
取
り
扱

い
を
求
め
る
働
き
か
け
を
す
る

　

市
役
所
以
外
の
事
業
所
な
ど
に
お
い
て

も
、
事
業
者
が
法
令
に
違
反
し
て
い
る
、

ま
た
は
違
反
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
、

そ
こ
で
働
く
労
働
者
が
市
役
所
に
通
報
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
報
者
に
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
、
通
報
者
を
保
護
す
る

仕
組
み
も
定
め
て
い
ま
す
。

　

通
報
内
容
が
真
実
で
あ
る
と
信
じ
る
相

当
の
理
由
が
あ
り
、
通
報
者
が
そ
の
事
業

所
を
陥
れ
る
な
ど
の
不
正
な
目
的
の
通
報

で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
事
業
所

に
対
し
て
処
分
・
勧
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

通
報
受
付
窓
口

　

面
談
・
文
書
・
電
子
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク

ス
で
秘
書
広
報
課
広
聴
係（
市
民
相
談
室
）

（
〒
６
２
０
‐
８
５
０
１　

字
内
記　

番
１３

地
の
１　

℡　

‐
７
０
２
７　
　
　

‐
７

２４

２４

０
２
３
）
ま
で
。

第
三
者
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
再
発
防
止
策
に

職
員
不
祥
事
の
再
発
防
止
に
向
け
た
外
部
検
討
委
員
会 

　

透
明
性
の
あ
る
公
正
な
市
民
本
位
の
行

政
を
進
め
る
た
め
、
職
員
不
祥
事
の
再
発

防
止
に
向
け
て
、
第
三
者
の
視
点
に
立
っ

た
専
門
的
な
見
地
か
ら
指
摘
を
い
た
だ
く

外
部
検
討
委
員
会
を
６
月
４
日
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
３
回
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

公
務
員
倫
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言

や
、
入
札
・
契
約
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
審
議
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

公
務
員
倫
理
の
あ
り
方
（
提
言
）

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
制
度
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

飲
食
や
接
待
な
ど
、内
容
に
よ
っ
て
は
、 

国
家
公
務
員
よ
り
も
厳
し
い
基
準
と
す
る

こ
と
。

※
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
制
度
ガ
イ
ド
ブ

　

ッ
ク
」
と
は
、
こ
の
た
び
制
定
・
施
行

し
た
条
例
・
規
則
を
、市
職
員
が
理
解
す

る
手
引
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
行
動
指
針

　

公
務
員
と
し
て
最
低
限
、
絶
対
に
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
や
、
違
反
す
る

と
市
民
の
信
頼
を
失
墜
す
る
よ
う
な
行
為

の
禁
止
を
最
優
先
と
し
て
定
め
る
こ
と
。

※
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
行
動
指
針
」
と

は
、
法
令
は
も
ち
ろ
ん
、
法
令
に
規
定

さ
れ
て
い
な
い
社
会
的
な
規
範
や
ル
ー

ル
も
守
る
こ
と
に
つ
い
て
、
基
本
と
な

る
事
柄
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

入
札
・
契
約
制
度
の
あ
り
方

　

現
在
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
審
議
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

▼
指
名
業
者
の
指
名
理
由
の
公
表

▼
定
期
的
な
工
事
点
検
の
体
制

▼
入
札
時
に
お
け
る
最
低
制
限
価
格
の
設

定
方
法

▼
一
般
競
争
入
札
の
拡
大

▼
電
子
入
札
制
度
の
導
入

▼
入
札
監
視
委
員
会
の
設
置

▼
組
織
体
制
の
見
直
し

大阪弁護士会所属弁護士 中  村 　 和  洋 
なか むら かず ひろ

委　員　長

京都府道路公社理事
綾部宮津道路管理事務所長

 角  山 　 勇  夫 
つの やま いさ お

職務代理者

同志社大学政策学部教授 風  間 　 規  男 
かざ ま のり お

委　　　員
京都創成大学名誉教授
立命館大学名誉教授

 二  場 　 邦  彦 
ふた ば くに ひこ

　職員不祥事の再発防止に向けた
　外部検討委員会　委員　　( 敬称略 )

市
役
所
以
外
の
事
業
所
で
の
法
令

遵
守
の
た
め
の
通
報
制
度
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全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、

本
市
で
は
、
児
童
生
徒
が
微
増
す

る
学
校
と
著
し
く
減
少
す
る
学
校

の
２
極
化
が
進
行
し
、
こ
の
傾
向

は
今
後
一
層
深
刻
化
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
す
る
う

え
で
の
教
育
効
果
や
学
校
の
活
力

に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
懸
念
す
べ
き
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
識
経
験
者
、
市

議
会
議
員
、
地
域
関
係
者
、
保
護

者
、
公
募
委
員
、
学
校
関
係
者
の

　

人
で
構
成
す
る
学
校
教
育
審
議

１８会
を
設
置
し
、「
今
後
の
福
知
山
市

学
校
教
育
の
あ
り
方
」
と
「
市
立

学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
幅
広
い
論

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
規
模
の
基
準

　

複
式
学
級
を
解
消
す
る
こ
と
が
、

緊
急
を
要
す
る
課
題
と
考
え
ま
す
。

　

市
内
小
学
校
の
複
式
学
級
設
置

校
は
、
平
成　

年
度
現
在
で　

校

２０

２７

中
８
校
で
す
が
、
平
成　

年
度
に

２６

は　

校
と
全
体
の　

㌫
を
占
め
る

１２

４４

見
込
み
で
す
。
複
式
学
級
は
、
学

年
と
し
て
の
活
動
が
し
に
く
く
な

り
、
多
様
な
個
性
、
考
え
方
に
ふ

れ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
複
式
学
級
を
解
消
し

て
、
教
育
効
果
を
高
め
る
条
件
整

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
複
式
学
級

　

児
童
生
徒
が
著
し
く
少
な
い
た

め
２
学
年
を
ひ
と
つ
に
し
た
学
級
。

　

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級

編
制
や
教
職
員
定
数
を
定
め
た
法

律
で
は
、
２
学
年
合
わ
せ
て　

人
１６

以
下
（
小
学
１
年
生
を
含
む
場
合

と
中
学
校
は
８
人
以
下
）
に
な
っ

た
場
合
は
、
複
式
学
級
と
な
る
標

準
的
な
基
準
（
国
基
準
）
を
定
め

て
い
ま
す
。
京
都
府
教
育
委
員
会

は
、
こ
の
人
数
を　

人
以
下
（
小

１２

学
１
年
生
を
含
む
場
合
は
４
人
以

下
）
と
す
る
緩
和
措
置
（
府
基
準
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ

り
こ
の
緩
和
措
置
が
な
く
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

学
級
規
模

　

小
規
模
校
の
課
題
を
克
服
し
、

教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、

概
ね　

人
程
度
で
構
成
す
る
学
級

２０

集
団
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
こ
で
提
示
し
た　

人
程
度
と
は
、

２０

国
の
学
級
編
制
基
準
で
あ
る　

人
４０

学
級
や
府
の　

人
程
度
学
級
を　

３０

２０

人
程
度
学
級
と
し
て
編
制
す
る
考

え
方
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
教

育
効
果
を
考
え
た
と
き
に
適
切
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
人
数
を
提
示

し
て
い
ま
す
。

　

教
科
に
よ
り
規
模
は
異
な
る
も

の
の
集
団
に
よ
る
活
動
を
通
じ
て
、

成
果
を
実
感
し
自
己
を
認
識
で
き

る
と
考
え
ま
す
。
音
楽
や
体
育
な

ど
の
よ
う
に
本
来　

人
以
上
の
集

２０

団
を
必
要
と
す
る
教
科
が
あ
り
、

他
の
教
科
に
お
い
て
も
一
定
の
集

団
の
中
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
切

磋
琢
磨
し
、
多
様
な
意
見
や
考
え

方
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
集
中

力
や
理
解
力
、
思
考
力
を
高
め
ら

れ
、
教
育
効
果
が
上
が
る
と
考
え

ま
す
。

学
校
の
適
正
配
置

　

次
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
学

校
の
過
少
・
小
規
模
化
の
課
題
を

改
善
す
る
。

②
学
校
施
設
の
状
況
や
地
理
的
状

況
、
通
学
の
距
離
や
時
間
を
十
分

考
慮
し
、
学
校
や
地
域
の
歴
史
・

　

教
育
委
員
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
教
育
環
境
と
教
育
条
件

を
整
え
る
た
め
、
平
成　

年
２
月
５
日
に
「
学
校
教
育
審
議
会
」（ 
安  
東 

あ
ん 
ど
う

２０

 
茂  
樹 
会
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
６
回
の
審
議
会
を
開
催
し
、

し
げ 
き

８
月
１
日
に
は
、「
学
校
規
模
及
び
学
校
配
置
の
適
正
化
の
基
本
的
な
考

え
方
」を
取
り
ま
と
め
た
中
間
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
教
育
総
務
課
（
℡　

‐
７
０
６
１
）

２４

中
間
答
申
の
概
要

子どもたちによりよい教育環境を
「学校規模及び学校配置の適正化の基本的な考え方」の中間答申
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特集②　子どもたちによりよい教育環境を

文
化
な
ど
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

③
通
学
距
離
が
遠
距
離
と
な
っ
た

場
合
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

な
ど
通
学
条
件
の
整
備
に
努
め
る
。

④
近
い
将
来
複
式
学
級
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
学
校
も
含
め
て
、
早

急
に
検
討
す
る
。

⑤
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得

て
行
う
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
は

ぐ
く
ま
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化
を

継
承
し
つ
つ
、
こ
の
変
化
す
る
社

会
に
柔
軟
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

能
力
や
資
質
を
育
成
す
る
た
め
に
、

地
域
と
協
働
し
な
が
ら
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
を
通
し
て
の

学
校
教
育
の
推
進

　

今
日
、
学
校
が
直
面
し
て
い
る

多
種
多
様
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
地
域
と
連
携
し
た
教
育

活
動
の
推
進
や
地
域
住
民
に
よ
る

学
校
経
営
へ
の
参
画
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
学

校
評
議
員
制
度
、
学
校
運
営
協
議

会
制
度（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）、学
校
関
係
者
評
価
制
度
や
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
制
度
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

　

学
校
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
た

め
、
学
校
の
配
置
や
教
育
の
あ
り

方
な
ど
は
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

児童生徒数の推移（平成２０年５月１日現在の住民基本台帳より推計）
Ｈ２６Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３Ｈ２２Ｈ２１Ｈ２０
５４５５５６５５０５５９５６２５６１５４４惇明小
７８２７５１７２４７１１７００６７７６６９昭和小
４１８４１１４０２４００３９４３８９３８２大正小
５８４５８８５６７５７７５５３５６０５５６雀部小
１１９１２３１１６１１８１１４１２１１２２庵我小
４３１４４８４４７４４８４６５４８２５００修斉小
２８５２７２２７２２７１２７５２６２２７０遷喬小
※３７※３８※３５※３８※４１※４６※４５天津小
１００１０８１２４１２７１３６１４３１４０上豊富小
※３８※４７※５１※５１※４８※５４※５２上六人部小
※２７※２６※２３※２２※２４※２５※３２中六人部小
３７１３７９３６８４１２４１５４０７４０８下六人部小
５７６４５８※５８※５８※７４※８２上川口小
※２９※２８※３１※３３※３０※２８※２８三岳小
※３０※３２※３９※４０※３８※３９※４２金谷小
※２４※２５※２２※２２※１６※１４※１２公誠小
※３２※３０※３１※３５※３７※３９※４３佐賀小
３４４３６６３６２３６８３３３３３０３１３成仁小
※３４※３２※３８※３６※４０※３９※４２菟原小
※４８※５０※５６※６２７２８０９６細見小
※１３※１３※１４※１２※１５※１７※１８川合小
※４０※５１※５５５７６３６５６６精華小
※２０※２２※２７※２８※３５※３７※３９育英小
※５３５０６１６３５６６８６５明正小
１０８１０９１００１０３１１５１１９１２９美河小
５５６０６４※５９※５３※５６※５０美鈴小
※４１※４５※４９※５０５４５３６１有仁小
４，６６５４，７２４４，６８６４，７６０４，７４２４，７８５４，８０６小　計
２９７２８２２９２２８６２７９２５４２４３桃映中
５４１５４２５２０５０９４９４４９６４６９南陵中
３１３３１８３４２３４６３３５３２４３２５成和中
２５７２４３２５９２３５２３７２４３２３６六人部中
６６５６７１８６９８１０１１０５川口中
※７※４※５※５※５※７※１０北陵中
６１２５９２５７９５４０５２８５４０５０８日新中
６９７４７３８７９０１０２１０９三和中
７９８２９０９１９９１０２１１３夜久野中
１１２１１２１１９１２８１３２１４３１３７大江中

２，３５３２，３０５２，３５０２，３１３２，２９７２，３１２２，２５５小　計
７，０１８７，０２９７，０３６７，０７３７，０３９７，０９７７，０６１総　計

　　 は、府基準で複式学級を設置している学校（Ｈ２１以降は見込み）
※は、国基準の学級編制が導入された場合に複式学級となる学校（Ｈ２１以降は見込み）
注　学校全体の人数が同数あるいは多いのに複式学級となっているのは、各学年の人数を基準
に複式学級を設置するためです。

だ
け
で
は
な
く
地
域
住
民
に
と
っ

て
も
重
要
な
問
題
で
す
。
学
校
が

な
く
な
る
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
衰
退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の

指
摘
に
対
し
て
は
、
公
民
館
、
子

ど
も
会
、
婦
人
会
活
動
な
ど
を
主

体
と
し
て
、
人
と
人
と
の
絆
づ
く

り
や
共
助
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

中間答申へのご意見をお寄せください
応募対象／市内に在住・在勤・在学する人または市内に事務所
や事業所を持つ個人・法人・その他の団体
提出方法／９月１９日（金）までに、住所・氏名、連絡先を明記し、
電子メール・ファクス・郵送または直接教育総務課「学校教育
審議会」まで提出してください。書式は自由ですが、参考に基
本の書式を市ホームページ・教育総務課・各支所・情報公開コー
ナーで用意しています。
※口頭や電話による意見の受付は行いません。
※意見に対する考え方は、集約の後公表し、個別の回答は行い
ません。

提出・問い合わせ先
〒６２０‐８５０１　字内記１３番地の１　ＴＥＬ２４‐７０６１　ＦＡＸ２４‐４８８０
電子メール　kyouiku ＠ city.fukuchiyama.kyoto.jp
※題名を「学校教育審議会中間答申」としてください。
※中間答申は、教育委員会事務局教育総務課・市情報公開コー
ナーで閲覧でき、市ホームページにも掲載しています。
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福
知
山
消
防
署
で
は
、
５
台
の
救
急
車

（
本
署
に
２
台
、
東
分
署
に
２
台
、
北
分

署
に
１
台
）
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
常
に
、

事
故
や
重
症
患
者
の
搬
送
な
ど
現
場
を
想

定
し
た
訓
練
を
実
施
し
、
い
つ
で
も
緊
急

出
動
で
き
る
よ
う
備
え
て
い
ま
す
。
出
動

の
要
請
が
あ
れ
ば
、
原
則
、
救
急
救
命
士

１
人
以
上
を
含
む
３
人
の
職
員
が
救
急
車

に
乗
り
現
場
に
向
か
い
ま
す
。

　

救
急
出
動
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
平
成　

年
中
の
救
急
出
動
件
数
は
３

１９

１
５
５
件
（
１
日
あ
た
り
約
９
件
）
で
、

　

年
前
に
比
べ
て
９
３
２
件
の
増
加
と

１０な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
正
し
く
利
用
を　
　
　
　
　
　

　

ね
ん
ざ
な
ど
の
軽
い
け
が
や
緊
急
性
の

な
い
場
合
な
ど
で
救
急
車
を
要
請
す
る
と
、

本
当
に
必
要
と
す
る
人
へ
の
対
応
が
遅
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
、
自
家
用
車
や
タ

ク
シ
ー
が
利
用
で
き
な
い
か
、
今
一
度
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
尊
い
命
を
救
う
た

め
、
救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
安
を
感
じ
た
と
き
は
1
1
9
番
へ　
　

　

病
院
へ
す
ぐ
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
救
急
車
を
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
意
識
が
な
い

●
呼
吸
困
難
で
あ
る

●
け
い
れ
ん
が
続
い
て
い
る

●
骨
折
し
て
動
け
な
い

●
広
範
囲
に
や
け
ど
を
負
っ
て
い
る

●
激
し
い
頭
痛
・
腹
痛
が
あ
る

●
胸
痛
が
あ
る　
　
　
　
　

な
ど

　

ま
た
、
よ
く
「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な

い
で
来
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

救
急
車
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
赤
色
灯

を
つ
け
な
け
れ
ば
緊
急
車
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

１
１
９
番
は
、
局
番
ご
と
に
１
回
線
し

か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
災
害
以
外
で
利
用

さ
れ
る
と
他
の
１
１
９
番
通
報
が
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

緊
急
通
報
以
外
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

次
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
消
防
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

（
℡　

‐
２
２
１
１
）

２３

　

火
事
の
問
い
合
わ
せ
、
休
日
当
番
医
の

問
い
合
わ
せ　

な
ど

※
こ
み
合
う
場
合
は
、
時
間
を
置
い
て
か

け
直
し
て
く
だ
さ
い
。

●
福
知
山
消
防
署
（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２２

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

消
防
署 

ＪＲ福知山駅北口 ＪＲ福知山駅北口 

御霊公園 

休日急患 
診療所 

中央保健福祉センター 

　風邪や発熱、インフルエンザの疑いなど比較的症状の軽い場合は、
休日急患診療所で受診してください。 
　休日急患診療所で重症と診断されたときは、救急指定病院である京
都ルネス病院や福知山市民病院に紹介する体制をとっています。 
診療日／日曜日・祝日、１２月３０日～１月３日 
受付時間／午前９時～正午と午後１時３０分～５時３０分 
診療科目／内科・小児科 
※休日急患診療所の開設日の午後６時～午前０時は福知山医師会が
当番制で診療をしています。くわしくは、休日急患診療所（TEL２２-
４１２８）または福知山消防署（TEL２２-０１１９）にお問い合わせください。 
■休日急患診療所（TEL２２-４１２８） 

休日急患診療所で 
早めに受診を 

　９月９日は救急の日です。一人ひとり 
の意識の持ち方で地域の医療がよりよい 
ものになります。みんなで、大切な福知 
山の医療を守りましょう。 

山の救急 

火
災
・
救
急
・
救
助
な
ど
の
緊
急
通
報
に

の
み
、1
1
9
番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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特集③　みんなで守ろう　福知山の救急

～尊い命を救うために～ 

みんなで守ろう 福知

　

市
民
病
院
で
は
、
手
術
や
入
院
治
療
を

必
要
と
す
る
症
状
の
重
い
患
者
へ
の
救
急

医
療
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

図
の
よ
う
に
、
救
急
外
来
患
者
数
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
風
邪

や
軽
い
け
が
な
ど
で
の
受
診
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
救
急
外
来
に
行
け
ば
、
ど
ん
な

症
状
で
も
診
察
し
て
も
ら
え
る
」「
順
番
を

待
た
な
く
て
も
す
む
」
な
ど
の
理
由
で
軽

い
症
状
で
も
救
急
外
来
を
受
診
す
る
「
コ

ン
ビ
ニ
受
診
」
が
最
近
、
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。 救

急
外
来
の
正
し
い
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

救
急
外
来
の
正
し
い
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
う
し
た
受
診
が
増
え
る
と
、
交
通
事

故
の
負
傷
者
や
心
筋
梗
塞
、
け
い
れ
ん
な

ど
一
刻
を
あ
ら
そ
う
患
者
へ
の
対
応
が
遅

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
救
急
医
療
の
機
能

が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
生
じ
ま
す
。
特
に
、

夜
間
の
救
急
外
来
の
担
当
医
師
は
、
日
中

の
通
常
業
務
に
引
き
続
き
救
急
を
担
当
し

て
お
り
、
大
変
多
忙
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
病
院
勤
務
医
の 
疲  
弊 
を
招
く
こ
と

ひ 
へ
い

に
な
り
ま
す
。
大
切
な
地
域
の
医
療
を
守

る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。　

　
「
朝
か
ら
熱
が
出
て
い
る
ん
で
す
」「
１

週
間
前
か
ら
肩
が
痛
い
ん
で
す
」
な
ど
と

言
っ
て
夜
間
に
受
診
す
る
人
が
い
ま
す
。

症
状
が
現
れ
た
ら
で
き
る
限
り
早
く
、
診

療
時
間
内
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
「
の
ど
が
痛
い
」「
眠
れ
な
い
」
な
ど
軽

い
症
状
の
場
合
は
、
自
宅
で
様
子
を
見
ま

し
ょ
う
。

　

熱
が
出
た
場
合
は
、
水
分
を
し
っ
か
り

取
っ
て
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。
厚
着
を

す
る
人
が
い
ま
す
が
、
熱
を
発
散
さ
せ
や

す
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
薄
着
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

頭
を
強
く
打
っ
た
、
縫
合
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
傷
を
負
っ
た
、
ぜ
ん
息

に
よ
る
発
作
が
起
こ
っ
た
、
な
ど
急
に
状

態
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
救
急
外
来
を

す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

急
に
状
態
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
す
ぐ

救
急
外
来
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

症
状
が
軽
い
場
合
は様

子
を
見
ま
し
ょ
う

症
状
が
現
れ
た
ら

早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

10000

12000

14000

16000

18000

20000

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 

年間救急外来患者数 （単位:人）

11,431

13,688
14,559

16,101
16,524

15,680

17,16717,167
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今
年
に
入
り
、
震
度
５
弱
以
上

を
観
測
す
る
地
震
は
７
回
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
６
月
に

「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」、
７
月

に
は「
岩
手
県
沿
岸
北
部
の
地
震
」

が
発
生
。
い
ず
れ
も
震
度
６
強
を

観
測
し
、
東
北
地
方
に
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
気
象
変
化
に
伴

い
、
狭
い
範
囲
で
短
時
間
の
う
ち

に
大
量
の
雨
が
降
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
本
市
で
も
７
月
に
、

１
時
間　

㍉
㍍
の
大
雨
を
記
録
し

５９

て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
自
ら
の
命
を
守
れ
る

よ
う
、
災
害
に
備
え
た
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
総
務
課
（
℡　

‐
７
０
３
６
）

２４

安
全
に
確
実
に
避
難
す
る
た
め
に

　

大
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
、

大
地
震
は
昼
夜
を
問
わ
ず
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
突
然
の

発
生
に
も
落
ち
着
い
て
対
応
で
き

る
よ
う
、普
段
か
ら「
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
や
「
市
民
の
た
め
の

防
災
の
手
引
き
」
に
よ
り
次
の
こ

と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
た
防
災

行
政
無
線
、
サ
イ
レ
ン
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル

配
信
や
消
防
団
な
ど
の
広
報
車
な

ど
に
加
え
て
、
本
年
度
か
ら
次
の

２
種
類
の
お
知
ら
せ
方
法
が
増
え

ま
し
た
。

①
屋
外
に
設
置
し
た
ス
ピ
ー
カ
で
、

そ
の
付
近
の
住
民
に
避
難
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

屋
外
ス
ピ
ー
カ
の
設
置
個
所

　

石
本
、
安
井
、
猪
崎
・
城
山
、

和
久
市
町
・
厚
中
問
屋
町
、
東
堀
、

高
畑
の
６
カ
所
（
平
成　

年
９
月

２０

現
在
）

②
本
年
３
月
に
開
局
し
た
福
知
山

Ｆ
Ｍ
放
送
株
式
会
社
（
Ｆ
Ｍ

キ
ャ
ッ
ス
ル　

・
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
と

７９

防
災
協
定
を
締
結
し
、
ラ
ジ
オ
番

組
中
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
避
難

情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
作
り
ま

し
ょ
う
〜
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
大
切
に
〜

　

大
規
模
な
風
水
害
･
地
震
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
道
路
、

通
信
網
の
寸
断
な
ど
に
よ
り
、
公

的
機
関
の
防
災
活
動
だ
け
で
は
十

分
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
自
主
防

災
組
織
は
地
域
の
み
な
さ
ん
が
助

け
合
い
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分

た
ち
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
民
自
ら
つ
く
る
防
災
の
た
め
の

組
織
で
す
。

活
動
の
内
容

▼
平
常
時

①
防
災
知
識
の
普
及
･
啓
発

②
防
災
資
器
材
の
整
備
・
点
検

③
防
災
マ
ッ
プ
で
地
域
内
の
危
険

個
所
を
チ
ェ
ッ
ク

④
防
災
訓
練
（
消
火
訓
練
や
避
難

訓
練
な
ど
）

▼
災
害
時

①
正
し
い
情
報
の
収
集
・
伝
達

②
住
民
の
避
難
誘
導

③
負
傷
者
な
ど
の
救
出
・
救
護
活

動④
初
期
消
火
活
動

⑤
給
食
・
給
水
活
動

本
市
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
状

況
　

現
在
、
市
内
３
２
５
自
治
会
の

う
ち
約　

㌫
に
あ
た
る
１
３
６
自

４２

治
会
が
組
織
化
、
１
３
３
の
自
主

防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲市民のための防災の手引き
　大雨、洪水や土砂災害に関する備え
はＰ１～Ｐ１０、地震に対する備えはＰ１１、
１２をごらんください。お持ちでない人
は、総務課・各支所で配布します。

①
市
が
避
難
を
お
知
ら
せ
す
る
サ

イ
レ
ン
は
３
種
類
の
鳴
り
方
が
あ

り
ま
す
。
鳴
り
方
の
違
い
に
よ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
確
認
で
き
て

い
ま
す
か
？

②
自
宅
や
職
場
か
ら
、
避
難
す
る

場
所
や
安
全
な
避
難
経
路
を
確
認

で
き
て
い
ま
す
か
？

③
家
族
や
近
所
で
、
高
齢
者
や
体

の
不
自
由
な
人
な
ど
避
難
に
手
助

け
を
要
す
る
人
を
把
握
で
き
て
い

ま
す
か
？

④
災
害
時
に
情
報
を
入
手
す
る
方

法
を
ご
存
じ
で
す
か
？

⑤
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
が
で

き
て
い
ま
す
か
？

避
難
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

方
法
が
増
え
ま
し
た　

　

こ
れ
ま
で
、
み
な
さ
ん
に
避
難

災
害
へ
の
備
え
は 

万
全
で
す
か 

携帯電話による 
災害緊急情報はこちらから 

http://www.fukuchiyama-saigai.jp
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▲雲原砂防イベントでのドラム 
　缶レース 

や
ま
ぶ
き
の
会 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

　
雲
原
地
区
の
活
性
化
を
願

う
メ
ン
バ
ー
が
意
欲
的
に
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
、昭
和
５７

年
に
結
成
、現
在
会
員
は
２０
〜

５０
歳
代
の
３８
人
。
雲
原
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。 

　
雲
原
砂
防
イ
ベ
ン
ト
で
は
、地

域
の
団
体
と
一
緒
に
、ふ
る
さ
と

探
訪
や
雲
原
川
の
ド
ラ
ム
缶
レ
ー

ス
な
ど
楽
し
い
催
し
を
行
い
、敬

老
会
で
は
、参
加
者
と
一
緒
に
仮

装
ダ
ン
ス
で
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
。

１１
月
の
北
陵
コ
ミ
セ
ン
祭
り
で
は
、

手
づ
く
り
の
野
菜
や
作
品
の
展

示
、屋
台
な
ど
、２
月
の
雪
祭
り

で
は
タ
イ
ヤ
の
チ
ュ
ー
ブ
す
べ
り

な
ど
楽
し
い
催
し
が
満
載
で
す
。 

　
活
動
内
容
な
ど
は
、雲
原
村

総
合
案
内
所
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

http://blogs.yahoo.co.jp/fm
yostaff

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

９
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の　

日

２１

３０

１０

間
行
わ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
防

止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
交
通
課
交
通
対
策
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

　

高
齢
者
の
歩
行
中
や
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
が
増

加
し
て
い
ま
す
。今
年
に
入
り
、福

知
山
警
察
署
管
内
に
お
い
て
す
で

に
６
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
、
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
６
月
に
、　

歳
以
上
の
高

７０

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
高
齢
運
転
者
標

識
（
高
齢
運
転
者
マ
ー
ク
）
を
表

示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
年
６
月
に
、
後
部
座
席
を
含

む
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。車
に
乗
っ
た
ら
、す
べ
て
の
座

席
で
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。特
に
、後
部
座
席
で
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
非
着
用
の
致
死
率
は
、着

用
の
場
合
の
約
４
倍
に
も
な
り
ま

す
。ま
た
、横
転
や
転
落
な
ど
の
場

合
に
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
ダ
メ
ー

ジ
を
最
小
限
に
押
さ
え
ま
す
。

　

夕
暮
れ
時
に
外
出
す
る
と
き
は
、

明
る
い
服
装
を
心
が
け
、
反
射
材

用
品
を
利
用
す
る
な
ど
自
分
の
存

在
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
ょ
う
。
自
転
車
で
は
、
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯
や
側
面
へ
の
反
射

材
の
取
り
付
け
が
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
で
の
飲
酒
運
転
、

傘
差
し
運
転
な
ど
交
通
ル
ー
ル
を

無
視
し
た
危
険
な
乗
り
方
や
交
通

マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
っ
て
い
る

中
、
自
転
車
の
交
通
違
反
も
厳
し

い
罰
則
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
招
く
、
非
常
に
悪
質
で
危
険

な
行
為
で
す
。
道
路
交
通
法
の
改

正
に
よ
り
飲
酒
運
転
に
係
る
罰
則

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
ん
だ
ら 

乗
ら
な
い
！
 

飲
ん
だ
人
に 

乗
ら
せ
な
い
！
 

運
転
す
る
人
に 

飲
ま
せ
な
い
！
 

市では、チャイルドシートの
無料貸し出しを行っています
対象／市内在住の人
※帰省などにより使用者が市外
の人でも申請者（親族）が市内
の人であればかまいません。
使用期間／原則３週間以内
チャイルドシートの種類と年齢
の目安

▼ベビーシート／０～６カ月

▼チャイルドシート／０～４歳

▼ジュニアシート／４～６歳
申込方法／所定の申請用紙を生
活交通課交通対策係（℡２４－
７０２０）まで。
※事前に仮予約をし、シートを
受け取るときに記入してい
ただいてもかまいません。
※申請用紙には印鑑が必要。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

9/21 
　～9/30
秋の全国 
交通安全運動 

9/21 
　～9/30
秋の全国 
交通安全運動 

▲平成１９年度の飲酒運転ゆるさんでーの街頭啓発
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

福知山
ドッコイセまつり

8
14～16・23・24

8
23
市民憲章運動推進
第４３回全国大会福知山大会

く
の
一
武
道
大
会

8
2

暑い夏、市内各地でさまざまなイベントが
開催されました。

鬼力の由良川夏まつり8
2

BONCHI  FESTA  IN
FUKUCHIYAMA  ２００８

8
3

8
15
 ドッコイセ福知山花火大会
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と
き
／
９
月　

日（
水
）

２４

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ
／
成
和
地
域
公
民
館
グ
ラ

ウ
ン
ド（
拝
師
）

対
象
／
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る

人
と
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
人
数
／
約　

人（
先
着
順
）

３０

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直
接
社

会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
℡　

‐
２４

７
０
１
７
）
ま
で
。

と
き

①　

月　

日（
日
）

１０

１２

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

②　

月　

日（
日
）

１０

１９

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

受
講
料
／
５
０
０
円

※
資
料
代
を
含
み
ま
す
。

持
ち
物
／
作
業
の
で
き
る
服
装
、

軍
手
、
弁
当
、
剪
定
ば
さ
み
（
刈

り
込
み
ば
さ
み
、木
ば
さ
み
な
ど
）

講
師

　
 
小  
笠  
原  
巌 
さ
ん（
樹
木
医
）ほ
か

お 
が
さ 
わ
ら 
い
わ
お

定
員
／
各
日　

人（
先
着
順
）

３０

申
込
方
法
／
９
月　

日（
祝
）か
ら
、

１５

電
話
で
都
市
緑
化
植
物
園
（
℡　
２２

‐
６
６
１
７
）
ま
で
。

　

火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
フ
ラ
ッ
グ
（
旗
）
を

使
用
し
た
演
技
に
よ
り
消
防
に
関

す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

入
団
資
格

　

市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

高
校
生
を
除
く　

歳
以
上
の
人

１８

待
遇

▼
活
動
用
被
服
の
貸
与

▼
活
動
に
よ
り
負
傷
し
た
場
合
、

条
例
に
基
づ
き
補
償

▼
年
報
酬
と
出
動
手
当
の
支
給

▼
５
年
以
上
団
員
と
し
て
活
動
し

た
場
合
、
退
職
報
償
金
を
支
給

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

と
き
／　

月　

日（
祝
）

１０

１３

　
　
　

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園
総
合
体
育

館
・
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
・
大
は

ら
っ
ぱ（
猪
崎
）

種
目
／
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、

ペ
タ
ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
ス
カ
イ
ク
ロ
ス

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／
所
定
の
用
紙
を
９
月

　

日（
月
）ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
ま

２２た
は
直
接
生
涯
学
習
課
社
会
体
育

係
（
℡　

‐
６
８
６
１
・　
　

‐

２３

２４

２
８
５
８
）ま
で
。

※
申
込
用
紙
は
、
武
道
館
、
各
支

所
な
ど
に
あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

「
福
知
山
市
障
害
福
祉
計
画
」

の
第
二
期
計
画
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
た
だ
く
策
定
検
討
委
員
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
数
／
４
人（
男
女
各
２
人
）

応
募
資
格

　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
人
で

２０

平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

※
９
〜　

月
は
、
第
４
水
曜
日
の

１１

午
後
に
会
議
を
予
定
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
公
開
抽

選
で
決
定
。

委
員
の
任
期
／
委
嘱
の
日
か
ら
平

成　

年
３
月　

日

２１

３１

募
集
期
間　

９
月　

日（
木
）〜　

１１

１９

日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
９
月　

日
１９

（
金
）消
印
有
効
。

応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
応
募
動
機
を

明
記
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
係
（
〒
６
２
０
‐
８
５

０
１　

字
内
記　

番
地
の
１　

℡

１３

　

‐
７
０
１
７　
　
　

‐
９
０
７

２４

２２

３　

Ｅ
メ
ー
ル  shafuku@

city.
fukuchiyam

a.kyoto.jp

）
ま
で
。

　 
Ｑ  
半
年
前
に　

歳
で
一
人
暮
ら

８０

し
の
母
の
家
に
、突
然
訪
問
販
売
員

が
訪
れ
健
康
食
品
を
買
う
よ
う
に

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。母
は
何
度
も
断

り
ま
し
た
が
、販
売
員
が
居
座
り
続

け
た
の
で
、内
金
１
万
円
を
支
払
い
、

　

万
円
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し

２０て
し
ま
い
ま
し
た
。契
約
の
取
り
消

し
は
で
き
ま
す
か
？

 
Ａ 
訪
問
販
売
は
、
契
約
し
て
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件

解
約
（
ク
ー
リ
ン
グ
･
オ
フ
）
が

で
き
ま
す
。
今
回
の
場
合
、
突
然

販
売
員
が
訪
れ
て
い
る
、
販
売
員

が
居
座
り
続
け
る
と
い
う
不
退
去

に
よ
る
勧
誘
で
あ
る
、　

歳
の
高

８０

齢
者
に
契
約
を
さ
せ
て
い
る
な
ど

の
理
由
か
ら
、
消
費
者
契
約
法
に

よ
る
取
り
消
し
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
８
日
を
過
ぎ
て
い
て
も
、

あ
き
ら
め
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

訪
問
販
売
や
架
空
請
求
な
ど
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
生
活
交
通
課

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
係
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

庭
木
の
剪
定
講
習
会

障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

講
習
会

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

ふ
く
ち
や
ま
フ
ァ
イ
ヤ
ー
エ
ン

ジ
ェ
ル
ス
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
員

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

声 声 

ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

福
知
山
市
障
害
者
福
祉
計
画

策
定
検
討
会
市
民
委
員

と
き
／
９
月　

日（
土
）午
前　

時
〜
午
後
２
時　
　
　
　
　

■
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

２７

１０

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
前
広
場（
猪
崎
）　　
　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
４
７
）

２４

第

回
福
知
山
地
方
丹
波
く
り
ま
つ
り

３８
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障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
が
３
つ
の
事
業
所
に
委
託
し
、

身
体
・
知
的
・
精
神
の
障
害
の
あ
る

人
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
１
７
） 

２４

 

　

最
近
、
「
下
水
道
の
排
水
管
を

点
検
し
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
訪

問
し
、
定
期
点
検
契
約
の
締
結
を

要
求
し
て
く
る
業
者
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
を
十
分
確
認
し
、
不

審
な
点
が
あ
れ
ば
、
業
者
名
の
確

認
や
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
な

ど
、
契
約
に
あ
た
っ
て
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

市
か
ら
業
者
に
下
水
道
の
排
水

管
の
点
検
を
指
示
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

市
の
名
前
を
か
た
っ
て
、
下
水

道
の
点
検
に
来
る
な
ど
疑
わ
し
い

訪
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
水
道

管
理
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度　
　
　

　

業
者
の
訪
問
な
ど
に
よ
り
契
約

し
た
場
合
、
契
約
日
か
ら
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
解
約
で

き
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
生
活

交
通
課
（
℡　

‐
７
０
２
０
）
ま

２４

た
は
各
支
所
地
域
振
興
係
ま
で
。

■
下
水
道
管
理
課
管
理
普
及
係

（
℡　

‐
２
０
８
４
）

２３

　の納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■下水道管理課管理普及係（℡２３‐２０８４）

下
水
道
排
水
管
点
検
に
伴
う

契
約
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

～姉妹都市情報～ 

しまばら温泉不知火まつり 
し　ら　ぬ　い 

　島原最大の秋まつり「しまばら不知火ま
つり」が今年も次のとおり開催されます。 
 １０月１６日（木） 
島原城薪能　午後４時～（島原城天守閣広場） 
 １０月１８日（土） 
献湯祭　午前１０時～（島原外港泉源公園） 
前夜祭　午後６時～（島原文化会館） 

 １０月１９日（日） 
がまだす阿波踊り大会　午前１０時～ 
　中央公園ほか 
市中パレード　午後１時～ 
　島原城～文化会館前～島原図書館～島原城 
■しまばら温泉不知火まつり振興会事務局 
　（商工観光課内　℡ ０９５７‐６３‐１１１１） 

　姉妹都市島原市民と交流し、しまばら温泉
不知火まつり雲仙岳災害記念館などを観光
しませんか。 
集合時間／１０月１９日（日）午前６時３０分 
帰着時間／１０月２０日（月）午後９時３０分予定 
※１泊２日です。 
参加料／３５,６００円 
申込方法／電話で、㈱ＪＴＢ西日本福知山支
店（TEL２２‐５１２１）まで。 
※受付時間は平日の午前１０時～午後６時。 

「島原市への友好親善訪問の旅」参加者募集中 

うん ぜ ん だ け  

障
害
者
相
談
支
援
事
業

受　付　時　間電話番号事　業　所　名

火～土曜日の
午前９時～午後６時２４-４４３９

福知山市障害者生活
支援センター
「青空」（総合福祉会館内）

毎日
午前８時～午後５時２３-０８１２生活サポートセンター

とも（猪崎）

月～金曜日の
午前１０時～午後９時
※祝日は午後７時まで。

２４-１４１７地域生活支援センター
ふきのとう（奥野部）

時間外・休（祝）日の取り扱い業務
出生届・死亡届・婚姻届など戸籍に関する届け出
市役所当直室または各支所当直で、い
つでも受け付けます。
住民票の写し（本人または世帯員）
印鑑登録証明書（本人のみ）
自動交付機で発行します。
利用時間／午前７時３０分～午後７時３０分
※マイカードと暗証番号が必要。
■市民課窓口係（℡　２４‐７０１４）
ごみの搬入
　袋を使う場合は、中身が見える袋に
入れて、環境パークまで。
搬入できる時間帯

▼月～金曜日にある祝日
（午前８時３０分～正午・午後１時～４
時３０分）

▼毎月第１・３回目の日曜日
（午前８時３０分～正午）
■循環社会形成課（℡　２４‐７０７１）
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水
道
管
や
市
ガ
ス
管
を
新
設
・

増
設
・
位
置
替
え
・
撤
去
す
る
と

き
は
、
市
の
水
道
事
業
指
定
給
水

装
置
工
事
業
者
ま
た
は
ガ
ス
工
事

人
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

市
の
水
道
事
業
指
定
給
水
装
置

工
事
業
者
・
ガ
ス
工
事
人
で
な
い

と
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
ガ
ス
を
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
解
体
す
る
場
合
に
は
、

敷
地
の
境
界
ま
た
は
ガ
ス
本
管
で

の
閉
栓
工
事
を
し
な
い
と
ガ
ス
漏

れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
工
事
の
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
係
（
℡　

‐
６
５
０
０
） 

２２

　

秋
に
な
る
と
人
里
に
ク
マ
が
出

没
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

人
里
に
近
づ
け
な
い
た
め
に

●
野
菜
や
生
ご
み
な
ど
を
放
置
し

た
り
畑
な
ど
に
捨
て
た
り
し
な
い
。

●
柿
な
ど
は
根
元
に
ト
タ
ン
な
ど

を
巻
き
早
め
に
収
穫
す
る
。

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に

●
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
な
る
も

の
を
身
に
つ
け
て
行
動
す
る
。

●
ク
マ
は
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に

よ
く
行
動
す
る
こ
と
か
ら
、
特
に

注
意
す
る
。

●
山
や
茂
み
に
入
る
と
き
は
注
意

す
る
。

■
林
業
振
興
課
森
林
保
全
係

（
℡　

‐
７
０
４
７
） 

２４

　

市
で
は
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林

産
物
な
ど
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

福
知
山
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
期
間
は
３
年
で
、
被
害

防
止
の
基
本
的
な
方
針
、
鳥
獣
の

捕
獲
な
ど
に
関
す
る
事
項
、
防
護

柵
の
設
置
な
ど
被
害
防
止
施
策
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
を
基
本
と
し
、

駆
除
隊
に
よ
る
捕
獲
や
侵
入
防
止

柵
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
。　

　

計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

林
業
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

■
林
業
振
興
課
森
林
保
全
係

（
℡　

‐
７
０
４
７
）

２４

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ガ
ス
水
道
部
か
ら
の
お
願
い

福
知
山
市
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
を
策
定

油断しないで！食中毒
　残暑が厳しいこの季節、夏の
疲れから体調を崩しやすいこ
ともあり、まだまだ食中毒には
注意が必要です。
　食中毒予防の三原則をもう
一度おさらいしましょう。
食中毒予防三原則
●原因菌をつけない ( 手洗い・
清潔）
●増やさない（早く食べる・冷
却する）
●消毒する（加熱殺菌）
　各保健福祉センターに食中
毒に関する相談窓口を設けて
います。
■福知山市健康危機管理対策
会議
（健康推進室内　℡　２３‐２７８８）

住宅・土地統計調査
　５年に一度、全国で約３５０万世
帯が対象となる調査です。９月～
１０月上旬に統計調査員が伺いま
すので、ご協力をお願いします。
※調査員は調査員証を携帯して
　います。
■総務課文書統計係

（℡　２４‐７０３６）

受付時間と　こ　ろとき受付時間と　こ　ろとき
午後１時３０分～１時４５分中六人部会館（下地）９

月　

日（
火
）

３０

午前１０時４５分～１１時前田区スポーツセンター (前田 )９
月　

日（
水
）

２４
午後２時～２時１５分田野山田公民館（田野山田）午後１時３０分～１時５０分土公会堂（土）
午後２時３０分～２時４５分岩間公民館（岩間）午後２時５分～２時２５分観音寺公会堂（観音寺）
午後３時～３時１５分市の谷公会堂（市の谷）午後２時４０分～３時興公会堂 (興 )
午後１時３０分～１時４５分萩原会館（萩原）

　

月
１
日（
水
）

１０午後３時２０分～３時４０分戸田会館（戸田）
午後２時～２時１５分坂室公会堂（正坂）午前１０時５０分～１１時１０分土師新町南公会堂（土師新町南）９

月　

日（
木
）

２５
午後２時３０分～２時４５分上六人部会館（三俣）午後１時３０分～１時５０分成仁集会所（大池坂町）
午後３時～３時１５分池田公民館（池田）午後２時５分～２時２５分平野町集会所（平野町）
午後１時３０分～１時４０分高津江公会堂（高津江）　

月
２
日（
木
）

１０午後２時４０分～３時石原公会堂（石原）
午後１時５０分～２時三河公会堂（三河）午後３時２０分～３時４０分聖佳町公会堂（聖佳町）
午後２時１０分～２時２０分五日市公会堂（北四）午後１時３０分～１時４０分物成地域公民館（佛性寺）

９
月　

日（
月
）

２９

午後２時３５分～２時４５分二箇上作業場前（二箇上）午後１時５０分～２時内宮公会堂（内宮）
午後２時５５分～３時５分南四小区公会堂（南四）午後２時１０分～２時２０分大江町和紙伝承館前（二俣二）
午後１時３０分～１時４０分河西下生活改善センター（蓼原）　

月
３
日（
金
）

１０
午後２時３５分～２時４５分橋谷茶工場横（橋谷）

午後１時５５分～２時１０分小原田作業場（小原田）午後３時～３時１０分天田内公会堂（天田内）
午後２時２０分～２時３０分河西地域公民館（公庄上）午後３時２５分～３時３５分あしぎぬ大雲の里駐車場（北二）
午後２時４０分～２時５０分夏間スクールバス停付近（夏間）
午後３時～３時１０分在田公会堂（在田）
午後３時２０分～３時３０分南山西部公民館（西部）

９・１０月の肺がん・結核検診

費用／無料　　　※たんの検査は５００円。
対象／４０歳以上の市民
※最後のレントゲン検査から６カ月以上あけてください。
※妊娠中・妊娠の可能性のある人は受けられません。
■中央保健福祉センター（℡  ２３‐２７８８）■東部保健福祉センター（℡  ５８‐２０９０）■北部保健福祉センター（℡  ５６‐２６２０）

平成
２０年

10
1
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と
き
・
と
こ
ろ

①　

月
５
日（
水
）

１１

　

六
人
部
地
域
公
民
館（
多
保
市
）

②　

月
６
日（
木
）

１１

　

東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
束
）

内
容
／
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者

健
診
、前
立
腺
が
ん
・
胃
部（
血
液
・

Ⅹ
線
）・
肺
が
ん
・
結
核
・
大
腸
が

ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

申
込
期
限

　

健（
検
）診
日
の
１
カ
月
前

■
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
２
０
９
０
）

５８

と
き
・
と
こ
ろ

①
９
月　

日（
木
）

１８

　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

　

北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
）

②
９
月　

日（
土
）

２０

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店（
岩
井
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

　

社
会
保
険
庁
で
は
、す
べ
て
の

年
金
受
給
者
・
年
金
加
入
者
に
ね

ん
き
ん
特
別
便
を
送
っ
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
年
金
記
録
に
、も
れ
や
間
違
い

が
な
い
か
確
認
し
て
必
ず
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
住
所
変
更
の
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
。

　

確
実
に
届
け
ら
れ
る
た
め
に
正

し
い
住
所
が
必
要
で
す
。

▼
氏
名
を
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
８
年
以
前
に
旧
姓
な
ど
で

加
入
し
て
い
た
人
は
、特
に
注
意

し
て
記
録
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

受
付
時
間

▼
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

▼
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

　

後
５
時

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http：
//w
w
w
.sia.go.jp/

舞
鶴
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
７
７
３
‐　

‐
１
１
６
５

７８

受
付
時
間

▼
平
日
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

７
時

▼
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

市
民
課
国
民
年
金
係

℡　

‐
７
０
５
７

２４
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時

　

分
〜
５
時　

分

３０

１５

　

都
道
府
県
認
証
局
と
ブ
リ
ッ
ジ

認
証
局
の
設
定
作
業
に
伴
い
、
９ 

月　

日（
月
）は
、市
町
村
で
の
公

２２
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
申
請

（
電
子
証
明
書
の
発
行
・
失
効
）が

で
き
ま
せ
ん
。

※
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
、初
期
化
、

　

ロ
ッ
ク
解
除
な
ど
は
で
き
ま
す
。

※
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー

　

タ
ル
サ
イ
ト（http://w

w
w
.jpki.

go.jp

）も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■
市
民
課
記
録
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
１
４
）

２４

　

月
の
健（
検
）診

１１

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
停
止

人権シリーズ

　現在、福知山市の外国籍市民は約1000人
です。出身国や文化はさまざまですが、それ
ぞれ社会の一員として生活しています。
　しかし、外国籍の人たちが日本で生活して
いくうえで、人種や言語、宗教、習慣などの
違いからくる偏見や誤解などにより、人権に
関わるさまざまな問題に直面することがあり
ます。例えばアパートなどの入居を拒否され
たり、結婚や就職に際し、差別的な扱いを受
けたりすることなどです。
　国によって、いろいろな習慣や考え方、価
値観がありますが、それらをお互いに理解し
尊重し合いながら、共に社会の一員として暮
らしていく姿勢が大切です。
　市では外国籍の人に福知山市に住んでよ

かった、来てよかったと実感していただける
よう、「世界の誰もが輝ける福知山」の実現に
向けて努めています。
　国際的な視野に立って世界の人々と積極的
に交流し、互いを尊重しあい、外国籍の人も
日本国籍の人もだれもが生き生きと輝いて生
活できるまちづくりを進めましょう。
　外国籍市民との交流イベントやホームステ
イ時のホストファミリー、通訳などをしてい
ただける人は、国際交流活動ボランティアの
登録をお願いします。
■福知山市国際交流ネットワーク会議事務局

（まちづくり推進課内　℡　２４‐７０３３）

　　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

共 生 社 会 の 実 現 に 向 け て

9
月
の
献
血

骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会

ね
ん
き
ん
特
別
便
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　乗ろう！　守ろう！　バス交通　　　

　

集
中
豪
雨
時
に
お
け
る
浸
水
被

害
を
解
消
す
る
た
め
、雨
水
を
た

め
て
お
く
雨
水
貯
留
管
き
ょ
施
設

の
築
造
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

工
事
に
伴
う
通
行
止
め
に
よ
り
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
９
月　

日（
火
）ま
で

３０

と
こ
ろ
／
市
役
所
と
惇
明
小
学
校

の
間
の
市
道

※
歩
行
者
用
の
通
路
は
設
置
し
て

　

い
ま
す
。

■
下
水
道
整
備
課

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
２
０
８
５
）

２３

　

文
化
財
や
歴
史
あ
る
と
思
わ
れ

る
物
品
の
保
存
や
修
理
方
法
に
つ

い
て
、専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
で
な

　

く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

と
き
／
９
月　

日（
金
）

２６

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
記
三
丁
目
）

相
談
料
／
無
料

■
生
涯
学
習
課
文
化
財
保
護
係

（
℡　

‐
７
０
６
４
）

２４

　

視
覚
障
害
者
の
交
通
安
全
や
社

会
参
加
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
た
め
、
白
杖
安
全
デ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
日
）

１０

１９

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

　

中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
〜
昭
和

小
学
校
〜
駅
正
面
通
り
商
店
街

内
容
／
福
知
山
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
の
み
な
さ
ん
を
先
頭
に
、
京
都

府
北
部
の
視
覚
障
害
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
約
１
６
０
人
が
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡　

‐
３
５
７
３
）

２３

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

な
ど
に
よ
る
い
じ
め
の
現
状
を
知

り
、必
要
な
知
識
や
対
応
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
／
９
月　

日（
金
）

２６

午
後
７
時　

分
〜
９
時（
予
定
）

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
内
記
三
丁
目
）

テ
ー
マ
／
大
人
の
知
ら
な
い
ネ
ッ

ト
い
じ
め
の
実
態
と
対
策

講
師
／ 
安  
川  
雅  
史 
さ
ん

や
す 
か
わ 
ま
さ 
し

（
全
国
ｗ
ｅ
ｂ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

協
議
会
理
事
長
）

入
場
料
／
無
料

■
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係

（
℡　

‐
７
０
４
０
）

２４

文
化
財
よ
ろ
ず
相
談

カンちゃん　こんだけ暑
い日が続くと、エアコ
ンや冷蔵庫もフル稼
動やなあ。
ビンちゃん　エアコン・
冷蔵庫・照明器具・テ
レビで、家庭の電気の

約７割が使われとるんやで。
カンちゃん　エアコン、照明器具やテレビは、
設定温度の上げ下げや、こまめに電源を切
ることで節電できそうやけど、冷蔵庫は難
しいなあ。

ビンちゃん　取り出すものを決めてから扉を
開けるようにして開けている時間をでき
るだけ短くしたり、熱いものは冷ましてか
ら入れたりして、ちょっとでも冷たい空気
を逃がさないようにすることも節電につ
ながるんや。あと、冷蔵庫の中で、よく使
うものは置く位置を決めたり、中身の見え

る透明な容器に入れてすぐに見分けられ
るようにしたりして、取り出しやすくする
ことも有効やで。
カンちゃん　自分なりに工夫することが大切
なんやなあ。

ビンちゃん　そうやな。最近は、冷蔵庫通過
ごみ（買って冷蔵庫で大切に保管して、手
付かずでそのままごみになる食品）も多い
と言われとるけど、これなんかは二重の無
駄なんやで。

カンちゃん　ほんまに“もったいない”話や
なあ。

ビンちゃん　毎日、休みなしで働いてくれて
いる冷蔵庫やさかい、ちょっとでも負担が
少なくなるようにいたわってあげよか。

カンちゃん　了解！
■環境企画課環境計画係（℡　２２‐１８２７・２４‐７０７０）

雨
水
管
き
ょ
築
造
工
事
に

伴
う
車
両
通
行
止
め

武道館 

惇
明
小
学
校 

府
道
２４
号（
お
城
通
り
） 

市役所 

車両通行止 

市民会館・ 
図書館 

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
応
セ
ミ
ナ
ー

〜
大
人
の
知
ら
な
い
ネ
ッ
ト

　

い
じ
め
の
実
態
と
対
策
〜

 
白  
杖 
安
全
デ
ー

は
く 
じ
ょ
う
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福知山市市民憲章　

わたしたちは、ふるさと福知山を“幸せの舞台”にします。 
水清い由良川、緑濃い山々、行き交う人々。 

生き生きとして、伸び伸びとしたふるさとをつくります。 
わたしたちは、ひとりひとりの中に 

人生を自由で美しいものにする力を持っています。 
そのわき出る力を集め、四季を愛し、命を尊び 

共に幸せを生きます。 
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　縁あって河東に住む「高齢
者から赤ちゃんまで」が集え
る拠点が公民館だと思います。
２０回目となる９地区対抗のソ
フトボール大会も２地区が高
齢化で不参加が続いていまし
た。そのため、今年から多く
の世代が参加できることを基
本に「世代でつなぐ１０時間球
技大会ｉｎ河東｣に企画変更。
リバー（河）とイースト（東）の
２チームに分かれ、保育園児
のサイコロ野球（写真）を皮
切りに、世代に見合ったキッ

クベースボールなどで得点を
積み重ね、最後は元気盛りの
男性たちがソフトボールで思
う存分戦いました。当日は関
係者を含め１４０人が参加しま
した。参加できなかった人も
輪に加わっていただけるよう

「公民館だより」に当日の熱
気を掲載します。
　敬老会、体育祭、生活展な
ど伝統行事にも力を入れ、住
民が「河東家族」としてまと
まり、支えあって暮らすこと
で少子高齢化、
介護、災害に
も対応でき、
子どもたちの
ふるさとづく
りにも役立つ
と考えていま
す。

●人　口　９６９人（７月末）
　　　　　男４６７人　女５０２人
●世帯数　３２０世帯
●自治会
大江町千原、尾藤口、尾藤奥、東部、常津、
在田、西部、夏間、夏間グリーンヒル

河東地域公民館長

 奥  平  晃  己 さん
おく だいら こう き
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　桑の品種改良を研究し、三丹地方
の気候風土に適した水に強い｢千松
桑｣を栽培した松尾五郎兵衛は、宮津
に養蚕伝習所を創立したり農家に蚕
の飼育法を教えたりするなど明治期に
おける養蚕の先駆者として多くの業績
を残しました。

▲①松尾五郎兵衛石碑（尾藤口）
まつ お ご ろ べ え

　観音寺は、奈良時代に行基
によって開かれたと伝えられ、
寺内には仁王像をはじめ、鎌倉
時代の大般若経や弘法大師像
などの絵画など貴重な文化財
が数多く残っています。

▲②室尾谷山観音寺の仁王像（西部）
むろ お だに

　戦国時代末期には近隣の豪族による争奪
の戦場となりました。山頂近くには山城跡が見
られ、山道は丹波・丹後を結ぶ近道として重要
な路線でした。観音寺の本堂横の登山道から
約１時間で登ることができます。標高５４４㍍ で、
頂上からぐるり３６０度の雲海は絶景です。

▲③鬼ケ城（蓼原ロードパークから望む）▼鬼ケ城


